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 トム・ピーターズの “The Brand Called You” とその波紋
パーソナル・ブランディングという用語と考え方は,『エクセレント・カンパニー』と
いう著書で有名なトム・ピーターズが1997年に『ファスト・カンパニー』という雑誌にパー
ソナル・ブランディングの勧めのエッセイ (“The Brand Called You”) を投稿して以降，





ク (Me Inc.) の CEOなのである。今日，ビジネスを行うため，われわれの最も重要な仕
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ここで重要なのは，自助 (self-help) および自己改善 (self-improvement) という言葉で
ある。自助や自己改善という概念は，ネオベラリズム (新自由主義) の中心的な思想的概
念となっている。すなわち，ネオリベラリズムの思想が，主体を自己実現的なアントレプ
レナーとみなす考え方 (enterprising self ; 起業家的自己) に立脚しているからである。フー
コーは『生政治の誕生』でこの考え方を批判的なスタンスから詳述している (渋谷 2011)。
このフーコーの議論を手掛かりに，PB や SB の問題点を探った研究には，Gershon
(2016) と Vallas and Hill (2018) がある。実際に，トム・ピーターズの考え方は，起業家
として独立するだけではなく，従業員のままで疑似的にアントレプレナーになることも想
定している。
たとえば，渋谷 (2011, p. 458) は，この点について次のように説明する｡「ドイツの文
脈ではポングラッツとボスは，同様の傾向，たとえば経営者たちは，“Me Inc.” のような
うたい文句で労働者をアントレプレナーとみなそうとしていると指摘している。ポングラッ
ツらはアントレプレナーとエンプロイー (従業員) の 2つの性質を併せもつ新たな働き方
のカテゴリーを,『アントレプロイー (entreployee)』と呼んでいる｡」
渋谷 (2011, p. 460) は，このような考え方は,「近年の労働規制改革が打ち出したホ
ワイトカラー・エグゼンプション (裁量労働制度) の考え方に端的に表れている」とする。
仕事を通じて自己実現を図るという考え方は，最近のサラリーマンの副業を許可する制度

























































それでは，SBと PBはどのような関係にあるのだろうか。先行研究は SBと PBをどの





Markos, and R. Milne 2011 ; Thompson-Whiteside, Turnbull, and Howe-Walsh 2018)。この
うち，Thompson-Whiteside et al. (2011) は，PBを女性起業家の起業家的マーケティング
戦略の一環としてのインプレッション・マネジメント (impression management) として
位置づけている。つまり，PB＝IMという図式である。他方で，同じく起業家論の分野で
あるが，Resnick, Mary, Cheng, Simpson, (2016) は PBをトム・ピーターズと同





Gandini (2016) と Pagis and Ailon (2017) は，SBという用語をメインに使用しているし，
Jason and Wallace-McRee (2018)では PBと SBをまったく互換的に使用している。
Gershon (2016) は，PBと SBという用語を明確に区別して使用している。たとえば，






フ (authentic self) という概念は重要になる。この点については後に詳述する。







PBが表層的な部分での Meのブランディングを，そして SBが深層的な部分での Me
のブランディングを意味しているとすれば，それは感情労働の研究での表層行為 (surface
acting) と深層行為 (deep acting) との関係に類似していると考えられる (河野，佐藤，武
田，田中 2018)。
社会心理学の分野においてはセルフの研究は過去から活発に行われてきた。以下では，
２つの研究分野のみを取り上げる。 1つは相互独立的自己観 (independent self) と相互協
調的自己観 (interdependent self) である (Markus and Kitayama 1991 ; 北山 1998)。もう
１つは，将来の自己観 (future self)，とりわけポシブル・セルフ (possible self) にかかわっ


















PBと SBとの間には図 2 のような関係が存在すると想定する。ここでフーコーたちのエ
ンタープライジング・セルフ概念を思い出してもらいたい。彼らの主張の特色は，自己を
マーケッタブルな商品として訴求する PBによって，本当の自己が失われてしまうという
ことにある (Whitmer 2019)。図 2 ではオーセンティック・セルフが「本当のセルフ」




ある人の瞬間的な経験が本当の自分 (true self) を表現しているのかどうかについての当
人の主観的判断のことを示す (Kim et al. 2019, p. 165)。すなわち，オーセンティシティ
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図１ ポシブル・セルフの構成要素










しくはフィーリングなのである (Sedikides, Slabu, Lenton, and Thomaes 2017, p. 521)。
 「ジョハリの窓」とカラータイプ理論




セフ・ルフト ( Joseph Luft) とハリ・インガム (Harry Ingham) が発表した「対人関係に
おける気づきのグラフモデル」を後に「ジョハリの窓」と呼ぶようになった。ジョハリ
( Johari) は提案した 2人の名前を組み合わせたもので，ジョハリという人物がいる訳では
ない。
























































































野，佐藤，武田，田中 2018；佐藤, 河野 2018b)。13色の色彩心理をもとにした78問の質
問がそうである。例えば,「私は社交的である」の質問に「はい」と答えるとオレンジに







次に，パーソナルカラーと PBと SBとの関係 (つまり，表層と深層のカラーの整合性
を問題とするインプレッション・マネジメント) を分析する。図 1に示されている「なり
たい自己」(Like-to-be selves) になるため，逆に「なりたくない自己」(Like-to-avoid
selves) にならないためには，内面の追究と同時に見た目 (外見) の印象がとても重要で
ある。似合う色を見つけるパーソナルカラー診断 (物理診断) と，色の好き嫌いから導き





















































キャラクター・ストレングス (character strengths) と呼んでいる (Peterson and Seligman
2004)。Peterson (2006, 訳書, pp. 167168) は，とっておきの強み (signature character
strengths ; 以下，SCS) について以下のように説明している。
「とっておきの強みとは，個人に備わり，是認され，頻繁に発揮される徳性である。私
たちの研究では，成人との面接において，ほぼ全員がすぐにいくつか (通常は 2つから 5
つ) の自分の強みを特定できることを発見した。とっておきの強みの基準となり得るもの
は次の通りである。


















や収益性が上昇する (Lavy and Littman-Ovadia 2017 ; Schtte and Malouff 2018 ; Ruch et al.
2018 ; Huber et al. 2019 ; Strecker 2019)。
第 2に，24の徳性は，仕事に役立つもの (リーダーシップ，チームワーク，寛大さなど)，
日常生活で役立つもの (愛情，用心深さ，希望，宗教心など)，そしてその両方で役立つ
もの (好奇心，勇敢さ，社会的知性，公平さ，感謝の気持ちなど) に分類できる (Harzer
and Ruch 2013 ; Huber et al. 2019)。
第 3 に，個人は平均すると，SCSを 1 から 7 個程度を所有する。複数を同時に使用す
るほど効果が高くなる。個人やグループにとっての効果が最高になるのは 4つである。そ
れを超えると効果はフラットになる。 4 つを同時に仕事で発揮するようにすれば良い
(Harzer and Ruch 2013)。










































































































































































ポジティブ心理学においは，ウェルビーイング (well-being) 概念は重要である。 Huber











本研究のもう 1 つの課題は，SBと PBの整合的なブランド・ストーリーの構築方法の
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